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新設標準火災試験炉の概要と B級防火仕切

及び防火扉の試験結果例について

小池正術＊金］，，—俊男＊

An Outline of the New Standard Fire Test Furnace and Some Results 

of Tests on Fire Retarding Bulkheads and Fire Proof Doors 

By 

Masae Koike and Toshio Kaneko 

The details of method of the standard fire test have been regulated in Chapter Il, Part D, 

of the Interational Convention on the Safety of Life at Sea 1960 (the so-called SOLAS). In 

thess regulations, it is required for specimens to have a surface of approximately 50 square 

feet (or 4. 65 square metres) and height of 8 feet (or 2. 44 metres) resembling as closely as 

possible the intended construction etc. 

As the former fire test furnace in the Ship Research Institute, Ministry of Transport, had 

become obsolete and insufficient in size to carry on the standard fire test conforming to the 

new regulations, an improved large-sized fire test furnace was newly installed there in 1966. 

This report presents the outline of the new furnace, and some results of fire tests conducted 

in it on 20 types of fire retarding bulkheads and 5 types of fire proof doors attached to those 

bulkheads. 

1. 序 言

陸上建築物については50年以上も前から実物人に近

い構造部材の耐火試験が行なわれているが，船舶の場

合この種の試険については， 1960年の海上人命安全条

約（通称 SOLAS60年条約と云う）によって標準火災試

験の方法が具体的にきめられるまでは，国際的に共通

する悲準は存在していなかった。 SOLAS60年条約に

於て試険の寸法が実物大に略近い（高さ 2.44m, 巾

1. 91m以上ー 8フィート X6％フィートー及び面禎，

4m265~50平方フィート）以上という寸法と，これ

に伴う若干の規制がきめられ，昭和40年 5月に条約は

発幼した。月島時代の古い火災試験炉は同条約できめ

られた椋準火災試険には小型のため利用できず，この

1両年の間必要に応じ建設省建築研究所及び東京都建

築材料検査所の炉に依り試険を行なっていたが， 40年

度に三鷹集中整備計画の一環として新試験炉が整備さ

れた。

本文はこの試験炉の概要と若干の試険結呆を報告し

関連する二，三の問題点について解説を行なったもの

である。

＊ 艤装部

2. 新試験炉の概要

糾試験炉の概要を表 1に示す。表中には月島時代の

旧試険炉及び国内の他の施設も比較してある。

2. 1 炉の構造について

図1に示す通り， この炉はガスバーナー及び配管系

をもった炉体と，炉体正面から軌条に沿って移動し得

る試験体用枠付台車及び加熱温度制御装置並びに温度

記録装置からなっている（写真 1)。炉体は耐火煉瓦

と断熱煉瓦にて積み，型鋼及び鋼板で補強している。

ガス配管系は炉体背面に設け（写真 2)ガスバーナ

一群は加熱面を水平方向に 3区分し，夫々の系統に分

けて制御が行なえるようになっている。

台車は型鋼，鋼板及び車軸部からなり，キャス・タブ

ル（断熱材の一種）で防熱された鋼製枠が固着され，

炉体加熱面と垂直に軌条の上を移動し得るようになっ

ている。台車車軸は 3軸で安定し，前軸は試験に際し

炉体に設けられた凹入部に入りこむ構造とし，試験の

際には台車及び供試体が炉体に密着するような配置と

なっている。

2. 2 加熱面の寸法について

炉体加熱而の寸法は高さ2.44m, 巾3.00の隔壁標本
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表 1 炉の比較表

式i験炉 I 
i 新試験炉 旧 試験炉 1 1 

建築研究所の炉
都建築材料検査所 1 

項 目 ‘¥  
I （三鷹） （月島） の炉

炉 の型 式縦型無叔荷炉 同 五 I_＿縦型叔］阿い I 同・--――亙―]
炉の用途 1 壁体露用•--I駆体甲木豆兼用 i壁休恵日一ー壁，五休兼ー用

----------~------ ------- - ----- --------・・・-----------------·----~-------------

供試体寸法高 2. 50m I 2. 20m I 3. OOm I 3. OOm I 
（最大） 巾 3. OOm I 1. 30m I 3. OOm I 3. OOm I 

------ ---

加熱面柏 i-m2-- 7. 50 • r--. ----2.-8-6.. --'1-――- 9. 00 ------- 9/00 ー！

使用燃料 I-L. p. -G  l都市ーガス＿ 1 —―都――市ガ―ース--I 都市ーガス 1
|----------I--------＿パL___:__-P.G併用可し1---

加熱時間 1 時間以上 1 時間以上 2 時 間|2 時 間 l

-1 
--

加麟昌度最豆 l ぃ—O° ゜ C 以上 約 1,000°C 約 1,000°C 約 1,000°C

加熱温度制御方式 自 動制御 l手
---I _＿ ＿ 1 - I -

-—------ --| （手叫J 可能2__— ー一賊＿手 動

自動制御

供試体運搬台車 正面移動方式 正面移動方式----•-------I_＿ 式l1J0熱面に平行移動万``｀
I 

-------- ---- ---- I 方式 ＿ー―

温 度記録法 自動記録方式 同 左 読取記録方式 自勁記録方式
--- I——•- -I- ―--- - --—-- --- --

伽
知 辿脳採作式電動ホ 手勁式チェンブロ

同左
天井走行クレーン

イスト (2.5$） ック (3官）

備 若I-試材室（恒温恒瓦ロ―- - | --＿ ＿ 1 
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写真 1 標準火災試験炉正面

写真 2 標準火災試験炉背部
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を試験できる大きさ（加熱面積7.50rriりを有し，国内

及び国際的にも最大の大きさに属し，前掲 SOLAS条

約できめられた規制を充分満足する寸法である。

標準火災試険とは， SOLAS条約第 2章第35規則に

おいて「該当する隔壁または甲板の標本であって約50

平方フィート（または 4.65mりの表面積および 8フ

イート（または2.44m)の高さを有し，目的の構造物

とできる限り類似させ且つ必要に応じ少なくとも一つ

の継手を合ませたものを試験炉の中でおおむね次に褐

げる一連の時間温度閲係で火にさらされるような試験

をいう。

最初の 5分後，華氏 1,000度（または摂氏538度）

II 10分後 II 1,300度（または /I 704度）

II 30分後 ／I 1,550度（または /I 843度）

II 60分後 ／I 1, 700度（または II 927度）

これは JI Sの加熱試験温度 (A-1304) と略一致

している。

2. 3 加熱能力および加熱時間

この試験炉の加熱能力を調べる為に，梗準試険体と

して高さ 2.50m,巾 3.00m不燃材標本（アスベストボ

ード）を用いて加熱試験を行なった結果を図 2-1によ

り示す。加熱温度の計測点は 9点，制御用計測点は 3点

で，まずはじめ非自動でガス鼠を30~50形におさえ加

熱をはじめ， 10分後には更に監を増加し15分後に全開

した。平均加熱温度は40分後に1,000°cを超え，椋準

火災温度曲線を容易に超える実績を得た。また図2-2

はSOLAS条約できめられた寸法（巾1.91m, 高2.44

m)の標準試験体（アスベストボード）を用い，条約で

きめられた加熟条件により性能試験を行なった結果を
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図 2-1 椋準試験体による加熱試験の結果 (1) 
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示すもので，温度計測端にはクロメルアルメルの裸熱

電対を用い精確を期した。数度の性能試験，調整等によ

り略々期待以上の試験精度および性能を確認すること

ができたので，実用の各種試験体について試験を開始

した。その結果については 3項において述べる。図 2-3

は加熱面および裏面の温度計測点を示すもので， 3.1

項で述べる防火仕切の試験ではこの配置を準用した。

2. 4 使用燃料

都市ガス使用の従来の例によれば（建築研究所およ

び東京都）梗準火災試験を行なうのに約250--300m町h

のガス量が必要とされている（図 4)。 当所の新試験

炉では燃料として液化石油ガス (L.P.G.)を使用する

ことになり，加熱能力が強化された。即ち計画最大加

熱能力 100kg/h （プロバン）は， 都市ガスに換算し

凡そ 340m3/hに該当する。この量の L.P.G.を発生

させ，燃料端におけるガス圧を 200--300mm.aq.に

保つために L.P.G.発生装慨（図 3)および謁整弁を設

写真 3 台車枠に標準試験体（高2.50mx巾3.OOm) 
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標準試験体による加熱試験結果 (2) 
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L. P. G.の性能を検討するために都市ガスと比較す い。燃焼に際し， L.P.G.の方が都市ガスより格段に

ると表2の通りである。 2種のガスの主な相迩は，重 多くの空気が必要ということである。このような性格

さ（比重密度）発熱量，所要空気量等であろう。筒 の相迩のため，まず所要空気量の補給用に所要ガス屈

単に云えば，重さが都市ガスは空気より軽く L.P.G. に見合う弥力なブロワーが必要である。このブロワー

は空気より重い。発熱量が L.P.G.の方が格段に高 により補給された空気と燃料ガスがミキサーにより混

戎ぽ力計 30k9んm' EC 200V 

コック

0-t-

4K,W, 

寸ぅ去表

図 3 S.TV.型電熱式 L.P.G.気化器
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注． A. -k以ョナ楓舒用丘嘩翌文

図 5 加熱温度制御系統模型図
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表 2 各種ガスの物理性一覧

（丸善石油技術資料より）

二＼、分類
¥ 、 都市ガス プロパンブタン

項目＼＼＼

分 三ー式 |c 。•56-H ぃ No.41|c3H3 |c晶 o

分子鼠 i ―---I_-44.094L58.12 
椋準状態 ガス体 ガス体 lガス体

蒸気圧
kg/cm2 
（ゲージ） ― 1 12. 31 2. 62 

比重＿虞状L_― I _＿戸l___.-584 

[ | 1 (60° F) ガス状 o. 6-o. 75 I 1. 5221 2. 006 

ガス kg/m3 
ー密度 (60°F) i _ぃ89 ]＿＿＿1．崎＿2.45

ガス発 m刃lI - I . 2731 . 238 

為噌:!_-kg-II--＿ - I--5匂□．4厨

総発 kcal/kg| ―-_＿＿ ［訟詞o 11,850 
熱祉―---- ー- - - - - -----I_＿ 

四6[F)kcaIIm3| 5,000 | 22,450| 29,450 

空気量町l町 約4~5 1五．匂[_ 31.03 理論 I 

所要
. 

皇索鼠記Im3 l 約 1.o |-- 5．叫しい
言~I:~:-1約 5.o |2.0~2.4|l.5~1↑ 

% --上-［瓦1 約 34 |7.0~9.5|5.7~8.5 

臨界一温度―-―C[ - | 96.8| 152.o 

着火温度 °C| 550~600 -l490~550|480~54り
1最高火焔温度°CI理論値ー2心叫 1925[ 1895 実測 1,650
最高火烙／ ％ー1---
温度とな空気 理論値 21.7 14. 0-4. 4 

13.15 

るガス ／ 
~ 3. 4 

ー・

合ガスを作り，これを制御弁で加減する方式をとっ

た。また 2次空気の補給は夫々のバーナーの給気孔か

らの自然吸気によった。

なお， L.P. G.が空気より童い点については取扱い

上若干の配屈を要し，ガスの溜り易い場所などについ

ては流通をよくし密閉をさける必要がある。

発熱鼠が都市ガスに比べ非常に高いことは． L.P.G.

の著しい特長の一つで，高熱が簡単に得られることは

実験上便利と考えられる。更に L.P.G.使用の場合，

都市ガスに比べ配管工下等の施設費が少なくて済み，

間けつ的使用に経済的などの利点がある。

2. 5 加熱温度の制御方式

大型の壁体加熱試験炉は，，加熱面積が大きくなるの

で均等加熱が非常に難かしい。均等加熱およびプログ

(144) 

ラム温度制御の目的で加熱操作を自動制御方式で行な

うことは，諸外国では常識となっており， 試験精度

をあげ且つ平均化するためにも自動制御方式が望まれ

る。図 5は新試験炉に採用された自動制御方式を模型

図として示したものである。

加熱面積が広いのでこれを上中下 3箇に分け区分制

御することとした。プログラム設定器に設けられた

プログラムにより，夫々の三つの加熱部分への加熱混

合ガスが，専属の調整弁において調節器により調節さ

れ，更に加熱面の略中心におかれた制御用の熱電対に

より，加熱温度の過不足をフィードバックして調節器

をチェックするようになっている。これ等の操作は仝

て自動的に行なわれるが，その一部または全部を手動

で遠隔操作することも可能である。

なお，部分的な調整のため各バーナー毎にバルブの

調節をしておくことは当然必要である。

加熱而の制御区分の方式は，制御機構の複雑化と製

作費で抑えられるが， 3～4区画に分けるのが普通で

ある。前述の通り新試険炉では上下方向に 3区分した

が，そのほか図 6に示されるように種々の例がある。

ロロロ
(1) 

（東克絆丸材検）
(2.) c 3.） 

（当所）

図 6 加熱面制御区分の方式

2. 6 供試体取付枠及び台車

供試体取付枠および台車の構造は，標準火災試験が

小人数で能率的に実験できるような方式が望ましい。

このため試験体をとりつける枠と 2種類の寸法のもの

が取付可能のように計画した。その一つは試験炉の全

加熱而積を使用するもの（高さ2.44m, 巾3.00m)で

国際的に通用するものとして最大型に属する。もう 1

種の枠は SOLAS60年条約の標準火災試験できめら

れている梗本の寸法（高さ2.44m, 巾1.91m)を満足

するもので，大型の枠の両側にキャスタブルと型鋼で

形成された長方形のブロックを縦にはめ込むことによ

って得られる。

供試体を枠に固定する方法については，試験結果に

影響するところが大きいと考えられながら諸外国とも

夫々の試験担当者の考え方によって方法が異り，標準

火災試験の他の実施要領と同様に国際的に統ーがとれ

ておらず，試験実施方法の両ー化が前記条約で勧告さ



れている。 IMCO （政府間i毎惰塩議機関）にも各国か

ら種々の提案が行なわれ，わが国としては「下縁及び

左右を固定し，上縁は固定しない」ことにきめている

が，新試験炉の枠には特殊の留め金具を用意している

ので，必要に応じて如何なる固芯方法にも応じ得るよ

うになっている。

台車の型式としては炉体に平行に移動する方式（建

築研究所の例）， 炉体にとりつけられている枠に肛接

供試体をとりつける方式，炉体に垂直に移動する方式

（東京都，当所月島の炉および新試験炉），あるいは枠

そのものは固定し炉体自身が移動する方式等がある

が（図 7)，試験関連作業の能率化や， 運搬設備等種

々の観点から図 7の(3)の型式を採用し，また台車には

少数の人員で移動可能のようにボールベアリングを使

用した。

|ーニこ贔ニ
＼ 

(1) 丸狭研究所

し¢-:---+-』
¥m碑

（直棧とり ?Iケ）

(2..）廷簾材糾
桧奎所

三 3) 当 所

図 7 供試体取り付けの方式

2. 7 付帯諸設備について

国際条約によって，試験体の寸法が実物大の大きさ

にきめられ，重量が人間による連搬能力を超える重さ

となってきたので，作業能率をあげるために容量 2.5

トンの遠隔操作盤付電動ホイストを整備した。

また，四季に激変する気候により，供試体の乾燥状

態の変動を防ぐため，防火実験室内に温度および湿度

をある範囲（温度15°C--25° C,湿度45~65%）に保

持できる，巾4.00m, 奥行5.00m, 高さ6.00mの試材

室を整備し，試験時の状態を整えることにした。この

試材室には常時10体程度の供試体を格納，養生するこ

とができる。

3. 標準火災試験の結果例について

新試験炉の工事完了後若干期間，椋準試験体（アス

ベストボード）による性能確認試験および調整等に経

過し，略々期待した試験精度および性能を確認したの

で，とりあえずB級防火仕切について実用試験体によ

る評価試験を開始した。これ等は関連業者からの受託

試験および造船研究協会との共同研究のための試験等
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を含むものであるが，試険開始以来約半力年の間に実

施した20体のB級仕切および 5体の防火扉 (B級仕切

用）について試験結果の概要を次に述べる。

3. 1 B級防火仕切について

B級防火仕切は SOLAS60年条約で定義されてい

る性能別に分けると，不燃性と可燃性の 2種に大別さ

れ，更に材料別に分類すると不燃性のものは鋼および

アスベスト，可燃性のものは合板およびパーティクル

ボードに分けられる。またこの中間的なものとして木

片セメント板がある。耐火性の点で安定しているもの

は鋼およびアスベストであるのはいうまでもない。

構造は仝部 1枚板で試験体には少くとも 1箇所の実

用継手を用いることになっており，最も多く使用され

ているのがやといざね構造である。これ等の試験体は

全てやといざねを用いている。やといざねの材料は石

綿板（フレキシブルボード）または貼り合せ合板およ

び種々の材料のサンドイッチ板であるが，石綿板が一

般的に良い耐火性を示している。なお石綿板には従来

の試験結果により金属継手も使用できる。

継手には接着剤を用いてパネルを固着するのが普通

で，接管剤は特に耐熱性のよいものが望ましく，メラ

ミン樹脂， フェノール樹脂， レゾルシノール樹脂，尿

索樹脂等が用いられているが， 20体のB級仕切試験体

の椋準火災試験の結果は表3の通りである。

試験体 1~8は鋪燃合板， 9～19は難燃パーティク

ルボード， 20はデコラ貼りアスベスト板である。

試験体 1 厚さ22ミリ，継手は特殊合板貼り合せの

うえ発泡性塗料を塗布し接着剤を用いていない。

（図 8-1)
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表 3 杷準火災試験結果 (B級仕切）

I 
---------... ----------------------~-~ 

試験体 。戸 Iかさ 継 手 試験結果
，タイフ子 --I— ―試験継 ― 

番号 (mm)[比重 1 材料構造及寸法 接筍剤 1続時間！判定1判定のきまった
ーー備考

------ ------- --— -—- ------ '．- --―- --- ------- —-＿＿1 時間及原因 ＿＿＿＿•一一
使用しない。I 

1 I合 板 25 I o. 60 合板やといざね但 し発泡性塗 23' 不適121， もえぬけ及1面取り
30X6. 5 

―--- --- ------ -----1 -- - l - ― I -1 料塗布 1 継手脱落 I加工
――--| ----，----- --

| I 

2 合 板! 22 I o. 60 石綿板 i

やといざね フェノー）レ， ， I 而取り
I 30／不適 26' もえぬけ

! 20X6 樹脂 l | 1 加 工
[———-- ---―------―_＿ ＿＿-＿＿ ＿＿＿ ＿＿-----'―-

I 3 合 板 22 I o. 73 I石綿板 1やといざね＇レゾルシノール I I I 
1 1 24. 5 x 6 ！ 樹 脂

30'不適20'40"もえぬけ
I ------ --------- ------- -----------------~-- -—•—• - - -

4 人 I 25 I o. 651 やといざねレゾルシノールロ 板 I 25 I o. 65 石綿板 26' 不適 24' もえぬけ24. 5X6 樹脂 I 

------ --------- ------- -------- ------ ------ - - ------------- --.  - ------ ---- --- ---- - --------------- --

| 
5 合 板 25 I o. 65 I石綿板

やといざねレゾルシノール
1 24. 5‘メ6 樹脂

28'30”不適 25' もえぬけ
I I 

- -- --- --- - -・ ----.  ・-- ---- --- ------ ------・ - ---------- --- --.  ---------. - -- - ------------ -- ----- -------

I やといざね
石狩板6 合 板 25 [ o. 60 ! ~tftl （サンドイッ 1 フェノール 聞不適I25' もえぬけ而取り
，及鋼板 I 樹脂

1 チ） 38X7 I 

加 工
-- -. --------------- ---------. ---- -―-- --- - ------ - -- --- -- - ----- -

7 I -13 板 25 I o. 60 石綿板
やといざね フェノール 而取り

ロ 38X6 樹脂 30I l 適 130' - 加工

--- l _ 1 ―|-- - -＿＿ 1 ――-! ~,-----=---—-—— 
8 合 板 25 I o. 60 石綿板

やといざねフェノール 面取り
38X6 樹脂 ， 

測 適！ 30' -
1 1 1 加 工

-- - - . ----

I I ， パーホテーイト？）レ！ 22 1 0.68 I石綿板 1やといざね フェノール 127'55":不適27'30"もえぬけ
0. 701 30x 5 樹脂 ， 

I 

10 
パーティクル

22 0.68 
石綿板

1 やといざね フェノー）レ i

！ ボード 0. 70 30 x5 樹脂
30' 適！ 3 0 ' - I 

- - - --- - I_ ------•一—
! 11 ！パーティクル やといざね 1 

ボード
22 I o. 63 石綿板 尿素樹脂 271 不適21'30"継手破壊

1 30x4 
I 

' ----• •一—-- - --- • --―-----I- -! ----—--- ----;- 1 ―--------―--―- -
パーティクル やといざね; 12 22 0.63 1 石綿板 尿素樹脂 30I I適 30' - I ボード 20X6 

------|―---------| I —- ---!――-- -·—------―- - --; --―------―----—; 
I パーティク）レ やといざね もえぬけ I

i 13 i ボード 22 i o. 65 i合板 1 使用しない 20':不適 13' 継手脱落，
l | 9,  ： I : -・・ -·-·--—• -----------

14 バーニふSク）レ 251。.65 合板 やといぎね 1使用し：ょい 1 30/ 1不適1201 もえぬけーデコラ
継手脱落貼り

--I _ ＿＿ ----—-- -------- ---―-----I --- -――------- ---------- ----
15 パーティクル 25 ! o. 64 石綿板やといざね フェノー）レ 31' 適 130' - 面取り

I 1 ボード 30X5 I 樹 脂 加工

16 

.. -―←  - -- - -- - -. I I _＿ _--|—--—--—- -＇ 
パーティクル やといざねフェノー）レ I25 I o. 64 石綿板 301 適 301 -

ボード 30X5 I 樹 脂 I 

-1 ―|  i - I-―- --—--/-------I _ 1 -- - -

i パーティク）レ
17 25 0.64 石綿板

やといざね 1 フェノー）レ ＿ 1 面取り
ボード 30X5 i 樹脂 ， 

30' 適 '301
！加工

I 
9--- -----I- -―- --1--―- ----―|---I I _＿l 

パーティクル やといざねフェノー）レ デコラ18 25. 2 I o. 63 I石綿板 I 30' 不適 201 継手破壊20X6 [ 樹脂 ， 貼 り 1
ボード i ・1;.,.J'""'I i 

---------------------- ~- ―|――---―-----•一
パーティク）レ1 1 1ゃといざね フェノー）レ 1 デコラ

19 I 25. 2 0. 60 ！石綿板
ボード 20X6 樹脂

30' 不適28'30"継手脱落
貼り

i I - I 

20 アスベスト 25. 2 I o. 60 石綿板 やといざね フェノー）レ I30'I 
1 20x6 樹脂 30I I 適!30' -

デコラ l

I 
貼り

--
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加熱状態は加熱面に着災してから温度が高めに上

ったまま推移した。その結果予想より早く燃えぬ

け，また継手も脱落した。可燃性材料の場合難燃

処理が不充分などの原因で加熱面着炎による均等

温度制御が困難の場合が少なくなかった。

試険体2および 3 厚さ22ミリで加熱試験は比較的

順調に終始したが，いづれも30分間の試験に耐え

られなかった。 （図 8-2,3) 

試験体4および 5 3と同じタイプの25ミリ合板で

あるが，加熱温度が若干高めに出た部分があり，

何れも予想より早めに燃えぬけた。（写真4)

（図 8-4,5) 
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写真 4 合板製B級仕切試験体の試験(Specimen4) 
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試験体6 25ミリ厚さの合板で継手には石綿板と鉄

板の張り合せという特殊の構造で，加熱状態は概

ね順調であったが， 30分の試験に耐えられず，下

半部分に燃えぬけ箇所ができた。 （図 8-6)

試験体7および 8 厚さ25ミリで同一仕様のもので

ある。石綿板のやといねざ構造を持ちフェノール

樹脂接着剤を使用している（写真5)。 7は加熱

温度のばらつきがあったが 8は順調であった。 2

体とも若千の炭化着色が認められたが，辛うじて

30分の試験に耐えた。 （図 8-7,8) 
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写真 5 合板製B級仕切試験体 (Specimen8) 
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試験体9および10 厚さ22ミリのパーティクルボー

ドで同一仕様のものである。 2体とも加熱状態は

余り順調でなく，特に 9は温度差が著しかった。

そのため 9は30分の試験に耐えられなかったが，

10は耐えた。 （図 8-9,10) 

試険体11および12 22ミリのパーティクルボードで

継手構造だけが僅かに相違する。継手はやといざ

ね構造で尿素樹脂接着剤を用いている。 11は加熱
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温度が多少高めで試験中継手が破壊し， 30分の試

験に耐えられなかった。 12は部分的に高温の部分

が現われたが30分の加熱試験に耐えることができ

た。（図 8-11,12) 

試験体13および14 同じタイプのパーティクルボー

ドで13は22ミリの母材のまま， 14は25ミリの両面

にデコラ貼りである。継手は離燃処理をしない合

板張り合せのやといざねで接着剤を使用せず，両
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試験体とも加熱面の燃焼が早く短時間 (14-20

分， 13-13分）で継手が破壊し燃えぬけた。

（図 8-13,14) 
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試験体15,16および17 同じタイプの25ミリ難燃パ

ーティクルボードで，継手構造は同じ寸法の石綿

板やといざねでフェノール樹脂接着剤を用い，

15, 17は裏面に面取り加工を施しているが試験結

果には殆んど影密がなかったと考えられる。

加熱状態は15は多少低めに16は多少高めであっ

たが，この 3体とも加熱試験に耐えることができ
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図 8-17 標準火災試験結果（その］7)

た。（図 8-15~17)

試験体18,19および20 3体とも厚さ25.2ミリのう

ち両面に 1.6ミリのデコラ張りが施され，母材は

18, 19は同一仕様の22ミリバーティクルボード，

20は22ミリのアスベスト板である。継手は 3体と

も同一寸法の石綿板を用いフェノール樹脂接着剤

を使用している。デコラ貼りの試験体は加熱当初

一時急激に燃焼し，試験結果に好影響をおよぽさ

ない。均等な加熱制御が難かしく部分的に温度む

らが生じ， 30分の加熱試験に耐えられたのは母材

にアスベストを使用した20だけでは， 18,19試験

中に継手が破壊して試験に耐えられなかった。

（図 8-18--20)



図 8-1～図8-20(Specimen 1,_,20)は以上 20体の

試験体の温度計測結果と継手構造を示すもので，加熱

温度は 9点の計測点における最高，最低および平均温

度を哀面温度はその一部を示した。 （継手部の裏面温

度は0で囲んだ）

以上の20体の試験結果を総合すると，

1) 可燃性B級仕切の厚さは合理的に難燃処理され

た合板で25ミリ，パーティクルボードで22ミリが最低

限度であり，耐火性の点のみからみればパーティクル

ボードが有利であると考えられる。
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2) 現状では継手構造としては石綿単板が適当で，

金属継手は不燃材仕切には使用できるが，可燃性仕切

には一般的には不適当と考えられる。

3) メラミン等の上塗り剤の影轡は耐火性の上から

好ましくない結果を示している。従って標準火災試験

はこのような加工の影曹を考応する必要のない母材の

形で評価するのが妥当と考えられる。

4) 個々の試験体についてふれなかったことで，試

験時に湿気を多くもっているものは撓みが大きくなり

継手部が開いたり，また継手やパネルの爆裂，脱落等

の誘因となるので，加工の際注意が肝要と息われる。

3. 2 B級仕切用防火扉について

船用防火扉 (B級）については SOLAS60年条約

Annex A, Chapter II. Part D. Reg. 39に「すべ
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図 9 扉の裏面温度計測点
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ての戸口および類似の開口には，これらの設けられて

いる屈壁の型式と調和のとれている方法の閉鎖装置を

備えさせなければならない。」 とあるのみで，具体的

な試験方法や判定の基準等については明示されておら

ず， IMCOの防火小委員会およびその作業部会の動向

を見守るほかないが，当所としては試験方法は標準火

災試験を準用し，また観測および計測の内容はB級仕

切の場合にくらべ若干の追加省略を行なった。即ち，

1) 裏面温度の計測点は別図 8に示す①～⑨とす

る。

2) 変形，枠および扉等に生ずる変形の模様

3) 煙の発生状況について，位脱，時間等

4) 通風のための開口（ルーバー）についてルーバ

ー内の火焔および煙の通過の有無

6) 火焔の通過等

6) その他の著しい現象

表 4 標準火災試験結果 (B級扉）

試験体
項目

21 I 22 I 23 I 24 I 25 

直 一＿類＿。I:口̀玩``口汀扉Jーしサノ［ー冒／i］＿汀訂ーは／
（巾） 690mmI 690mm I 676mm I 674mm I 674mm 

扉 の 寸 法 （高） 1,840mm I 1, 840mm I 1, 810mm I 1, 810mm I 1, 810mm 

（厚） 37mmI 37mm I 35, 2mm I 35mm I 35mm 

アスベスト 難燃合板
主材料謡燃合板闊燃合板簿鋼板 珪酸カルシウム

扉 石綿セメント板
石綿セメント板

の その他 ―- -- - 扉枠は 1,6mm 扉枠は 1.6mm
鋼板使用 鋼板使用

材 ―-----
戸当り部にゴムパ戸当り部にゴムパ断熱材を用いな

料 備 考ッキン及び発泡シッキン及び発泡シい。戸当り部にア
戸当り部にアス 戸当り部にアス

スベストバッキン
ベストパッキン ベストパッキン

ール材を使用 ール材を使用 を使用 を使用
・・-------一-- •• 一ー・― ―― - --

を使用 --

ル
材料| -- -—鋼製鋼製鋼製

I 
- -- I --I -―-！_| 

寸法 ― - -；（高） 236mm 450mm | 450mm 
バ（巾） 356mm J 400mm I 400mm 

1 ー構 ー： ―=-＿＿ i ― I シャソター叶―Iシャソーター付--1-;ヤソター付

扉枠材料 i木材 (60mm) 木 材 (60mm) 鋼 板鋼 板鋼 板
枠

パ—
及 パネル材料 1難燃合板(25mm)1難燃合板(25mm)I_厄盗孟孟）戸□□盗二：：卜 ！ 厄編尉

. - ----・.. -.  -- ----- --..... I I 
ネ やといざね やといざね
Jレ パネルの継手 (6x38フレキシ (6x38フレキシ 鋼製 I型継手 鋼製 I型継手 鋼製 I型継手

ブルボード） プルボード）

蝶 材 バI_＿スーテンレース 1—一ーーテ：レス＿―| ステンレス ステンレス 1 ステンレス

そー I 
番数| 3 1 3 I 3 I 3 I 3 

の＇
把手部 i真 鍮 1真一鍮 1真 一軍―1真 鍮 1真 鍮

他 ド ッ ク ボ ル ト 1 無 ！ 無 1 無 1 無 無

時間| 30分| 30分 30分 1 30分 1 30分

試 継 続 時 ー 間 1 一竺分 [--30分 1 3咳 1 30分 --[ 30分＿＿

険 ウエスによる
扉下緑の間隙に 扉下縁の間隙に

着 炎試 験
必要がなかった 必要がなかった 必要がなかった つき行ったが異 つき行い着炎し

結ー·—-----i--- -I--- I -＿ ＿常を認めない。 た。 一

防熱性あ るあ る な
果

いある 1 ある

必要ならば防熱 I
扉下縁部の構造

問題点 扉上部の歪が過大
性に考慮を要す I

に改良の余地あ
り
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図 11 B級扉試験体構造図 (2) 

等につき観測，計測および記録を行なう。

5体のB級仕切用扉試険体について試験した結果お

よび試険体の構造の概要は，表 4, 図9および図10の

通りである。 また図 8-21～図 8-25(Specimen 21--

25)は5体の防火扉試験体の加熱温度および裏面温度

の計測結果で，加熱温度曲線は，加熱温度計測点 9点

の最高温度，最低温度および平均値を結んだもので，

裏而温度は①～⑨のうち全部または 1部の温度を示し

た。

次に各試験体について試験の概要を述べる。

試験体21および22

2体とも同じ難燃合板の扉で構造が若干異るほ

か試験体および枠パネルの厚さ，難燃処理等同じ

ものである。 21の構造が22にくらべやや複雑で大

量製産向きでない難点がある。構造上は何れも戸

当り部に発泡性シール材をとりつけ，戸当り部か

らの炎煙等の通過を阻止しようとするのが特長

である。 2体ともルーバーはない。 21の場合加熱

温度の均衡がとれず多少部分的に高めにでたの

で，枠パネルの下部に 1部炭化を生じた。しかし

(152) 
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30分の加熱試験中扉ぱよく保全性を保った。 22は

扉パネルとも異常は認めなかったが，試験中扉

上部の歪が少々過大となり，炉内の炎が見える程

度に迄歪んだのでこの点改良の余地が認められ
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写真 6 合板製B級仕切用防火扉試験体

(Specimen 21) 
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図 8-22 標準火災試験結果（その22)

る。 2体とも裏而温度は低く防熱性はすぐれてい

ると考えられる。 （図 8--21,22, 写真6)

試験体23 防熱材を施さないスティールサッシュド

アで枠パネルはアスベスト板を用いている。可燃

材の扉と異りシャッター付Jレーバーが設けられ，

また戸当り部にアスベストパッキンが使われてい

る。防熱材が施してないので加熱試験開始後哀面

に塗ってある塗料は変色してやがてはげ落ち，ま

た裏面温度は急激に上昇して試験最終時には 500

-600°Cを示した。然し扉も扉枠も同じ状態で鰐

曲したため歪の相違による隙間も生ずることな

く，防熱性はないが保全性は確認することができ

た。（図 8-23,23-2) 

試験体24および25 24はアスベスト製扉で， 25は石

綿セメント，難燃合板および無機断熱材との合成
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図 8-23 標準火災試験結果（その23)
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図 8-23-2 標準火災試験結果（その23-2)

扉である。 2体とも枠は寸法，構造等殆んど同一

で鋼製，パネルはアスベスト板で，戸当り部には

アスベストパッキンを用いている。（図8-24,25) 

加熱試験では， 24は特に安定した耐火性を示

し， 25は若干の蒸気煙の発生をみた。また扉の

下縁に若干の間隙があるが，試験終了前にこの部

分にウェスを一分間当てて着炎試験を行なったと

ころ， 24の場合は殆んど異常なく， 25の場合着炎

した。従って25については扉枠のこの部分の構造
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に若干の改良を要する。

以上 5体の B級仕切用扉の試験結果によれば，

1) 扉の防火性は扉と枠の歪の出来方によって左右

されるといえよう。従って構造はこの点に重点をおい

て考えるべきである。

2) 扉材料は合成のものより単材の構成が望まし

い。

写真 7 B級仕切用ステールサッシュ扉試険体

(Specimen 23) 

1.OOO 

,a) 

8
0
0
7
0
0
6
0
0
5
0
0
g
3
0
0
 

“

定

0
)
9遍

i
`る

J
`
i
iい

200 

Tue (Ml皿い） • 

S 9→̂̀’’ 

図 8-24 標準火災試験結果（その24)
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写真 8 B級仕切用アスベストサンドイッチ扉試

険体 (Specimen 25) 
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図 8-25 標準火災試験結果（その25)

3) 可燃材扉の場合戸当り部に不燃性パッキンおよ

びシール材等を用い，枠との間に隙間を作らない構造

が望ましい。

4) 30分程度の試験ではドックボルトは必ずしも必

要ではない。

5) 可燃材扉の把手，錠等金属部分と接触する部分

は中間に不燃材を介在させ，直接金属と可燃材を接触

しない構造が望ましい。

（試験体2],23, 25は日本造船研究協会との共同研

究によるものである。）

なお椋準火災試験炉の整備にあたり，種々有益な助

言を頂いた建設省建築研究所の川越，森本両博士，東

京都建築材料検査所の高野係長ほか両所の各位に厚く

謝意を表するものである。
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